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本市の小中一貫教育校における課題及び他都市での取組事例 

 
 
１ 小中一貫教育校における課題   

〇 義務教育９年間を見据えた児童生徒の育成を小学校と中学校の教職員が相互に理解
し、共有することによる、義務教育９年間の学びの系統性・連続性を踏まえた学習指導
が必要である。 
（指定区域外からの転入学生への配慮・支援を行いながら、学びの系統性・連続性を確

保することも必要。） 
〇 独自教科としている「ふるさと科」において、義務教育９年間の中で育成する資質・

能力を、学校運営協議会で共有した上で、各学校の地域特性を生かし、引き続き地域人
材を積極的に活用したカリキュラムの編成を行いながら、地域とともに特色ある教育
活動を推進する必要がある。 

○ 小学校は４５分授業、中学校は５０分授業であるため、異学年交流や合同授業を実施
するにあたり、時程を工夫する必要がある。 

 
２ 他都市の小中一貫教育を行う学校の取組例 

 ① 小中一貫教育校幸袋校（福岡県飯塚市） 
   ※ 別紙１参照 

 
 ② 土佐山学舎（高知県高知市） 
   ※ 別紙２参照 
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